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６．地域のおもな魅力資源 

【地域のなりたち】 

 
古代 

BC300 • このころから田能で人びとの生活が始まる 
• 稲作をともなう集落が形成（田能遺跡・東園田

遺跡） 
AD500 • 猪名県主などの豪族が支配 

中世 
700 • この頃法隆寺式伽藍配置の猪名寺廃寺造

営 
785 • 淀川と三国川（現神崎川）とがつながれた 

 • 神崎川河口の河尻の泊が栄える 
1301 • この頃神崎や河尻に東大寺・興福寺が関所を

おいて通行料をとった 
室町時代 

1461 • 土豪、田能村大和守が用水をめぐって春日社
領原田庄と争う 

1589 • 大井組が増田長盛の裁断で藻川口に新堰
築造 

1592 • 大井組の藻川口新堰をめぐる三平井組と大井
組の乱闘で 6 人死亡 

• 双方の庄屋を京都四条河原町で斬罪 
1594 • 尼崎一円で検地が行われた 

近世 
1617 • 戸田氏鉄が尼崎藩主となり五万石を領有 

• 尼崎城築城工事が始まった 
1669 • 大井組が藻川川口に設けた堰をめぐって三つ

又井組 7 カ村・豊島郡 19 カ村がおこした水論
に京都所司代・町奉行が裁定 

• 大井組村々頭取は入牢、他の村々には過料
申し渡し 

1740 • 洪水のため上食満村・田能村ほかで猪名川・
藻川堤が切れ、尼崎城下近くまで出水 

1750 • このころ市域の村で水争いがたびたび起きる 
1784 • 幕府は伏見船元坪井喜六らの猪名川通船

願いを認め、下河原村から戸之内村までの通
船を許可 

1797 • 武庫・川辺・豊島 3 郡村々は、農民の綿・菜
種販売の自由および在々絞り油屋の油小売り
解禁を大阪町奉行所へ直訴 

1798 • 川辺郡の尼崎藩領 29 カ村は、菜種を大阪市
中および在々絞り油屋・種物問屋へ販売する
菜種売子 35 人の免許を大阪町奉行所へ願
い出、許可され請書提出 

1831 • 城下や村々でおかげおどりが始まる 
1867 • 城下や村々で「ええじゃないか」が流行る 

明治時代 
1869(明治 2) • 大凶作、物価高騰 

• 猪名川沿いの 18 カ村の農民が小作料と年貢
の減免を要求して一揆を起こす 

1871(明治 4) • 廃藩置県で尼崎藩が尼崎県になり、翌年 2 月
に兵庫県に編入される 

1873(明治 6) • 現 市立園田小学校 開校 
1879(明治 12) • 区制廃止により、武庫郡役所を西宮町に、川

辺郡役所を伊丹町に設置、市域町村は川
辺・武庫両郡に含まれることとなり、各町村に戸
長役場設置 

1881(明治 14) • 岡院・万多羅寺両村は地籍編成に際して合
併協議が成立、中世の橘御園にちなむ御園
村への改称を県に出願 

1889(明治 22) • 町村制の施行により市域旧町村 1 町 70 村が、
尼崎町、小田村、園田村、立花村、武庫村、大
庄村に整理統合される 

1891(明治 24) • 川辺馬車鉄道が尼崎～伊丹間に開通した 
1896(明治 29) • 藻川の決壊により園田村が大被害を受ける 
1897(明治 30) • 昨年に続き、藻川の決壊により、園田村が被害を

受ける 
1898(明治 31) • 阪鶴鉄道は、官線乗り入れによって大阪～生瀬

間に直通列車を運転 
1899(明治 32) • 藻川決壊、園田村に被害 
1905(明治 38) • 阪神電鉄が大阪出入橋～神戸三宮間で開通
1907(明治 40) • 阪鶴鉄道が国有化され、福知山線と改称 
大正・昭和時代 

1916(大正 5) • 尼崎町が立花村の一部と合併し尼崎市が誕生
1920(大正 9) • 阪急電鉄神戸線・伊丹支線開通する 

1922(大正 11) • 島の内８ヶ村による中食満字東河原の藻川左
岸の堤防の決潰防禦工事 

1923(大正 12) • モスリン紡織戸之内工場設立 
1924(大正 13) • 都市計画兵庫地方委員会は、尼崎都市計画

区域を尼崎市と小田・大庄・立花・武庫・園田
村の 1 市 5 村に決定 

1930(昭和 5) • 淡路競馬場を移転して園田競馬場竣工、競馬
開催 

1934(昭和 9) • 室戸台風で大被害を受け、尼崎市の 2/3 が浸
水、死者 146 人にのぼる 

1936(昭和 11) • 尼崎市と小田村が解消合併し、尼崎市設置 
• 阪急電鉄神戸線園田駅開設 

1937(昭和 12) • 阪急電鉄が園和住宅の販売開始。その後、住
民の増加により商店、医院が立地 

1938(昭和 13) • 阪神大水害により市内 6,460 戸浸水 
1942(昭和 17) • 尼崎市は大庄村・武庫村・立花村を合併 
1947(昭和 22) • 園田村が尼崎市に合併 

• 市立園田中学校 開校 
1948(昭和 23) • 県・市営最初の園田競馬開催 
1950(昭和 25) • ジェーン台風で大被害を受ける、市内の死者・行

方不明者 28 人、罹災者 24 万人 
1952(昭和 27) • 猪名寺廃寺跡の発掘調査開始 
1953(昭和 28) • 園田橋が完成 
1957(昭和 32) • 中園橋が完成 
1961(昭和 36) • 戸ノ内橋、藻川橋、宮園橋が完成 
1962(昭和 37) • 猪名川本川、戸ノ内捷水路工事の完成 

• 椋橋が完成 
• 市立園田東小学校 開校 

1963(昭和 38) • 猪名川改修工事開始 
• 市立園田東中学校、市立尼崎東高校 開校 

1965(昭和 40) • 田能中ノ坪の工業用水道配水場工事現場で
大量の弥生式土器発見 

• 田能遺跡の発掘調査開始 
1966(昭和 41) • 園田学園女子大学開学 
1967(昭和 42) • 田能遺跡が国史跡に指定 
1968(昭和 43) • 市立小園小学校 開校 
1969(昭和 44) • 猪名川改修工事完了 
1970(昭和 45) • 田能遺跡公園・市立田能資料館完成 

• 市立園和北小学校 開校 
1973(昭和 48) • 市立園田北小学校 開校 
1974(昭和 49) • 猪名川自然林付近の区画整理作業開始 
1976(昭和 51) • 治田寺の阿弥陀如来坐像が県の文化財に指

定 
• 市立小園中学校 開校 

1979(昭和 54) • 阪急園田駅の高架完成 
• 阪急プラザ開業 

1980(昭和 55) • 市立園田南小学校 開校 
1983(昭和 58) • 田能に農業公園開園 
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【地域のおもな魅力資源リスト】 

■河川 

猪名川、藻川 

■水路 

田能、椎堂、東園田、食満等の水路 

■農地 

田能、食満、東園田の農地 

■主要な公園 

猪名川公園、猪名川風致公園、猪名川緑地、佐璞丘公園 

農業公園 

■その他の公園緑地 

穴太公園、上園公園、北園公園、下食満公園、下園公園、園田公園、園和公園、田能西公園 

富田北公園、富田公園、西浦公園、東園田公園、船詰公園、法界寺公園 等 

■ため池 

大倉池、利椎富池、若王寺池 

■保護樹木・保護樹林 

＜保護樹林＞ 

・春日神社：ﾑｸﾉｷ､ｲﾇﾏｷ､ﾓﾁﾉｷ､ｸｽﾉｷ等 24 本（面積 1,891 ㎡） 

・白井神社：ｲﾇﾏｷ､ｹﾔｷ､ﾑｸﾉｷ､ｸｽﾉｷ等 20 本（面積 2,167 ㎡） 

＜保護樹木＞ 

・覚圓寺：ｲﾇﾏｷ（幹周 1.76m） 

・高木寛治：ｸｽﾉｷ（幹周 2.93m） 

・十九神社：ｸｽﾉｷ（幹周 4.22m）、ｹﾔｷ：（幹周 4.11m） 

・藤田和雄：ｸｽﾉｷ（幹周 2.99m） 

■社寺 

安養寺、覚圓寺、春日神社、吉祥寺、慶徳寺、白井神社（穴太）、白井神社（法界寺）、摂取院、 

善念寺、十九神社、福田寺、船詰神社、治田寺 等 

■主要な遺跡・史跡 

武田勝親の墓、田能遺跡、猪名寺廃寺跡 等 

■都市美形成建築物 

村田元男邸、田中陽邸、芦田義高邸 

■まちかどチャーミング賞受賞建築物 

尼崎園田郵便局、細川徹邸 

■主要な公共施設 

園田競馬場、園田地区会館、田能資料館、園田公民館、園田支所 

■学校 

園田東小学校、園田東中学校、園和北小学校、園和小学校 等 

■駅 

ＪＲ猪名寺駅、阪急園田駅 



 21

【農地・農業】 

・ 田能周辺や食満周辺は、農地が全般に減少している中で、市域の中では農地がまとまって残って

いる貴重な地域です。 

・ 特に、農地、落ち着いた佇まいの集落、路地、水路、鎮守の森などが一体となり、都市近郊では

非常に貴重な田園風景が見られる地域です。一方、この地域でも農地転用により宅地化は増加の

一途で、生産緑地も相続を機会に転用が予想され、今後は全体に農地減少が見込まれます。 

・ ユニークで人気の高い「農業公園」があるとともに、その周辺には猪名川・藻川、田能遺跡など

重要な資源が分布し、広域的に集客が見込まれる地域です。 

・ 市が 2000 年に選定した「ミレニアム遺産 100 選」でも、「農業公園」、「農業公園周辺の景観」、「田

能の里芋」が上げられています。 
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【自然・森】 

・ 猪名川旧河道跡の河畔林（猪名川自然林）、佐璞丘公園などの樹林環境、まとまった田畑や水路、

ため池等の里の環境、猪名川・藻川やその河川敷、街路樹、社寺の森や個人宅の庭など多様な自

然関連の資源が揃っています。これらは本市のみならず京阪神大都市圏を見ても、貴重な自然で

す。 
・ 猪名川自然林や佐璞丘公園は歴史的価値や面的なまとまりのすばらしさ、エノキ・ムクノキ林と

しての貴重さから、兵庫県のレッドデータブックへも登録されています。一方、河道変更に伴う

環境変化や人為により、植生の遷移や人工化が進行しています。また利用面からは治安の心配も

あります。 

・ 猪名川・藻川には中州、野草、水の流れ、生き物の生息など豊かな自然があります。また河川敷

は眺めがよく、開放感があり、河川堤防には土道も残されており、散歩や釣り等で利用されてい

ます。 
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【歴史・文化・景観等】 

・ 弥生時代の田能遺跡や、法隆寺式伽藍配置だったとされる猪名寺廃寺跡、歴史的価値を有する農

家住宅としての都市美形成建築物などをはじめ、保護樹木を有する社寺、猪名川・藻川の氾濫を

受け止めてきた歴史など、この地域の歴史を物語る貴重で多様な歴史・文化資源が分布していま

す。 
・ 一方、獅子舞などの行事やお祭り、里芋などの食文化、言い伝えなど地域の生活文化と言えるも

のもあります。 
・ 景観的には、かつて和歌で「猪名の笹原」と詠われた河川の開放的な自然系の景観をベースに、

猪名川自然林等の森景観、農地や水路などの里景観、地域全体に広がる住宅景観など多様です。 
・ 特に地域全体を周回する、猪名川・藻川河川堤防（猪名川・藻川歩行者自転車道）からの眺めや

開放感は貴重な財産です。また、住宅景観に中には、昔の面影を残す田園集落や、昭和初期に開

発された園田モダニズムを感じさせる住宅街、橋の欄干に設置されたフラワーポットなどを活用

した花の演出など多様で個性豊かな景観も見られます。 
 

 


